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次の各問に答えよ。
⑴　kを定数とする。2次方程式 x 2－ 2x ＋ k ＝ 0が異なる 2つの実数解α，βをもつとき，2α3＋ 5β2＝ 2β3＋ 5α2

となるような k の値を定めよ。

⑵　不等式 x－ 3 ＋ 5x－ 1 ≧ 4x ＋ 14が成り立つとき，実数 x の値の範囲を求めよ。

⑶　方程式 x log 3x ＝ 81を解け。
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2次関数 f（x）＝ x 2＋ ax ＋ b（a，bは定数）に対して，関数 g（x）＝ f ′（0）  f（t）dt が x ＝－5および x ＝ 2で
極値をとるとき，次の各問に答えよ。
⑴　f（x）を求めよ。
⑵　放物線 y ＝ f（x）と直線 y ＝ x ＋ 5で囲まれた図形の面積を求めよ。

AD BCであるような台形 ABCDがあり，AB＝ 6，BC＝ 11，AD＝ 5，BD＝ 9とする。AB＝ a，AD＝ b
とするとき，次の各問に答えよ。
⑴　cos∠BADを求めよ。
⑵　辺 CDを 4：5に内分する点を Eとするとき，AEを a，bを用いて表せ。また，AEの長さを求めよ。
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次の各問に答えよ。

⑴　2次不等式 ax 2＋ 5x ＋ b＞ 0の解が 16 ＜ x＜
1
4 であるとき，定数 a，b の値を求めよ。

⑵　△ABCにおいて，sin A：sin B：sin C ＝ 5： 2：1であるとき，△ABCの内角のうち，2番目に大きい角の
余弦と正接をそれぞれ求めよ。

⑶　xを実数とするとき，関数 y ＝ 4x－ 2x＋1－ 1の最小値およびそのときの x の値を求めよ。

1

数　学

令和８年度　一般選抜（前期日程）入学試験問題

２日目

点

（ 1／ 2）
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3次関数 f（x）＝ x（x－ 2）2について，次の各問に答えよ。
⑴　関数 f（x）の極値を求めよ。

⑵　関数 f（x）について，－ 14 ≦ x ≦ 2における最大値および最小値と，そのときの x の値をそれぞれ求めよ。

複数人でじゃんけんを 1回行うとき，次の各問に答えよ。
⑴　6人でじゃんけんをするとき，出された手がグー，チョキ，パーのうち 2種類のみとなる場合は何通りか。
⑵　6人でじゃんけんをしてあいこになる確率は，3人でじゃんけんをしてあいこになる確率の何倍か。
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1 ⑴ 2次方程式の解と係数の関係から α＋β＝ 2，αβ＝ k

与えられた関係式より 2（α3－β3）＝ 5（α2－β2）

2（α－β）（α2＋αβ＋β2）＝ 5（α＋β）（α－β）

α≠βよりα－β≠ 0であるから 2（α2＋αβ＋β2）＝ 5（α＋β）

（α＋β）2－αβ＝
5
2
（α＋β）

22－k ＝
5
2
・2

∴ k ＝ 4－5＝－1　　……（答）

⑵ ｜x－3｜＋｜5x－1｜≧ 4x＋14 において

（ⅰ）x ≧ 3のとき　（x－3）＋（5x－1）≧ 4x＋14　より　x ≧ 9

  ここで　x ≧ 3　なので　x ≧ 9

（ⅱ）
1
5

≦ x ＜ 3のとき （－x＋3）＋（5x－1）≧ 4x＋14　より　解なし

（ⅲ）x ＜
1
5

 のとき （－x＋3）＋（－5x＋1）≧ 4x＋14　より　x ≦－1

  ここで　x ＜
1
5
　なので　x ≦－1

（ⅰ）（ⅱ）（ⅲ）より　x ≦－1，9≦ x　　……（答）

⑶ まず，真数条件から x ＞ 0である。

両辺について，底が 3の対数をとって考えると，与式は次のように変形できる。

　　　　　log3（x log3 x）＝log381

両辺をそれぞれ計算すると

　　　　　（左辺）＝log3（x log3 x）＝log3 x・log3 x ＝（log3 x）2

　　　　　（右辺）＝log381 ＝ log33
4 ＝ 4

となる。よって，次を解けばよい。

　　　　　（log3 x）2 ＝ 4

ここで，t ＝log3 x とおくと，t 2 ＝ 4 より，t ＝ 2または t ＝－2

t ＝ 2のとき，log3 x ＝ 2より x ＝ 32 ＝ 9

t ＝－2のとき，log3 x ＝－2より x ＝ 3－2 ＝
1
9

これらはともに真数条件 x ＞ 0を満たす。よって x ＝ 9，
1
9
　　……（答）

数学（一般前期　１日目）
工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部
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2 ⑴ g（x）が x ＝－5，2で極値をとるので

	 g'（x）＝ f '（0）f（x）＝ 0

が x ＝－ 5，2を解にもてばよい。したがって

	 f（－5）＝ 25－5a＋b ＝ 0

f（2）＝ 4＋2a＋b ＝ 0

これを a，b についての連立方程式として解くと a ＝ 3，b ＝－10 なので

	 f（x）＝ x2＋3x－10　　……（答）

⑵ まず放物線 y ＝ f（x）と直線 y ＝ x＋5の交点を求める。f（x）＝ x＋5とおくと

　　x2＋3x－10 ＝ x＋5　　より x2＋2x－15 ＝ 0　　∴ （x＋5）（x－3）＝ 0

よって交点の x 座標は－5と 3であるから，求める図形の面積は

∫
3

－5
｛（x＋5）－ f（x）｝dx ＝－∫

3

－5
（x＋5）（x－3）dx ＝

1
6
｛3 －（－5）｝3 ＝

256
3

　　……（答）

3 ⑴ 余弦定理より

　　cos∠BAD ＝
AB2＋AD2－BD2

2・AB・AD ＝
52＋62－92

2・5・6
＝

－20
2・5・6

＝－
1
3
　　……（答）

⑵ AD ⁄ ⁄ BC，BC ＝ 11，AD ＝ 5より

　　AC ＝ AB＋BC ＝ AB＋
11
5

AD ＝ a＋
11
5

b

点 E は辺 CD を 4：5に内分する点なので

　　AE ＝
4AD＋5AC

4＋5
＝

1
9（4b＋5a＋11b）＝

5
9

a＋
15
9

b ＝
5
9

a＋
5
3

b　　……（答）

｜a｜＝｜AB｜＝ 6，｜b｜＝｜AD｜＝ 5，また⑴より cos∠BAD ＝－
1
3

であるから

　　a・b ＝｜a｜｜b｜cos∠BAD ＝ 6・5・（－
1
3 ）＝－10

よって

　　｜AE｜2 ＝｜5
9

a＋
5
3

b｜
2

＝（ 5
9 ）

2

｜a＋3b｜2 ＝（ 5
9 ）

2

（｜a｜2＋6a・b＋9｜b｜2）

 ＝（ 5
9 ）

2

・（36－60＋225）＝（ 5
9 ）

2

・201

　∴ ｜AE｜ ＝
5
9

201　　……（答）
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1 ⑴ 2次不等式 ax2＋5x＋b ＞ 0の解が  
1
6

＜ x ＜
1
4

  なので，2次関数 y ＝ ax2＋5x＋b のグラフは上に凸

の放物線であり，点 （ 1
6 ，0），（ 1

4 ，0） を通る。よって，a ＜ 0である。

y ＝ ax2＋5x＋b に，（ 1
6 ，0），（ 1

4 ，0） を代入すると，

　　
1
36

 a ＋
5
6
＋b ＝0

1
16

 a ＋
5
4
＋b ＝0

a ＋30＋36b ＝0

a ＋20＋16b ＝0

⇒

これを解くと，a ＝－12，b ＝－
1
2
　　……（答）

⑵ 頂点 A，B，C の対辺をそれぞれ a，b，c とすると，正弦定理から

　　　　　
a

sin A
＝

b
sin B

＝
c

sinC

つまり a：b：c ＝ 5： 2：1となる。すると，三角形の内角と対辺の大小関係は一致

するので，2番目に大きい角は∠B だと分かる。ここで余弦定理により

　　　　　cos B ＝
c2＋a2－b2

2ca
＝

1＋5－2

2・1・ 5
＝

2

5
　　……（答）

また，

　　　　　tan2B ＝
1

cos2B
－1＝

5
4
－1 ＝

1
4
　　　∴ tan B ＝

1
2
　　……（答）

⑶ t ＝ 2 x とすると，x が実数全体を動くとき t ＞ 0である。また

　　y ＝ 4 x－2 x＋1－1 ＝（2 x）2－2・2 x－1＝ t2－2t－1＝（ t－1）2－2

と書き直せるから，t ＞ 0において y が最小値となるのは t ＝ 1のときである。

ゆえに，x ＝ 0のとき最小値－2である。　　……（答）

数学（一般前期　２日目）
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f（x）＝ x（x－2）2 ＝ x3－4x2＋4x　より　f '（x）＝ 3x2－8x＋4＝（3x－2）（x－2）

f '（x）＝ 0　とすると　x ＝
2
3
，2

f（x）の増減表は次のようになる。

x …
2
3

… 2 …

f '（x） ＋ 0 － 0 ＋

f（x） →
32
27

→
0 →

したがって，極大値
32
27

，極小値 0　　……（答）

⑴

－
1
4

≦ x ≦ 2において　　0≦ x ≦ 2のとき ｜f（x）｜＝ f（x）＝ x（x －2）2 ＝ x3－4x2＋4x

 －
1
4

≦ x ＜ 0のとき ｜f（x）｜＝－ f（x）＝－x（x －2）2 ＝－x3＋4x2－4x　なので

｜f（x）｜の増減表は次のようになる。

x －
1
4

… 0 …
2
3

… 2

f '（x） － ＋ 0 － 0

f（x）
81
64

→
0 →

32
27

→
0

したがって，x ＝－
1
4

のとき 最大値
81
64

，　x ＝ 0，2のとき 最小値 0　　……（答）

⑵

2

⑴より，6人でじゃんけんをして勝負が決まる総数は 186（通り）

6人の手の出し方は全部で 36 ＝ 729（通り）

つまり，6人であいこになる総数は 729－186 ＝ 543（通り）

よって，6人であいこになる確率は
543
729

＝
181
243

次に，⑴と同様に，3人でじゃんけんをして勝負が決まる総数は 3C2×（23－2）＝ 18（通り）

3人の手の出し方は全部で 33 ＝ 27（通り）

つまり，3人であいこになる総数は 27－18 ＝ 9（通り）

よって，3人であいこになる確率は
9
27

＝
1
3

以上より，求める比率は
181
243

÷
1
3

＝
181
81

　　……（答）

⑵

グー，チョキ，パーから 2種類を選ぶ選び方は 3C2 ＝ 3（通り）

6人が選んだ 2種類の手のうち，どちらの手を選んだかを全通り考えると 26 ＝ 64（通り）

このうち，すべて同じ手が出ている場合は 2（通り）

よって，求める総数は 3×（64－2）＝ 186（通り）　　……（答）

⑴3

数学（一般前期　２日目）
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